
文
教
市
民

文
化
振
興
基
本
条
例

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
条
例
の
名
称
を
文
化
振
興
基
本
条

例
と
す
る
理
由

○
市
民
の
役
割
と
し
て
、
市
が
実
施

す
る
文
化
振
興
施
策
に
市
民
の
協

力
を
求
め
る
規
定
を
設
け
る
必
要

性
○
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
広
く
文
化

を
享
受
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備

の
取
組

○
こ
れ
ま
で
の
青
少
年
の
文
化
活
動

の
取
組
と
そ
の
充
実
に
向
け
た
検

討�
意
見
の
概
要
�

１

文
化
は
、
最
も
自
主
性
等
が

尊
重
さ
れ
る
分
野
で
あ
り
、
市
が
実

施
す
る
文
化
施
策
に
市
民
が
協
力
す

る
努
力
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
文
化
的
表
現
に
欠
け

る
前
文
の
文
章
と
と
も
に
、
今
後
の

検
討
を
強
く
求
め
る
。

２

地
域
に
残
る
文
化
財
や
伝
統

的
な
文
化
の
保
存
と
継
承
、
発
展
に

取
り
組
む
推
進
力
に
な
る
青
少
年
の

育
成
と
場
の
提
供
の
た
め
、
審
議
会

に
な

委
員
に
是
非
、
時
代
を
担
う
青
年
を

入
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一
般
会
計
予
算
中
所
管
分

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
具
体

的
な
内
容
及
び（
仮
称
）市
民
協
働

学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
理
由

○
商
工
業
振
興
条
例
の
制
定
に
向
け

た
取
組

○
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
解
消
に
向

け
た
取
組

○
吹
田
文
化
創
造
交
流
館
の
重
要
文

化
財
指
定
に
向
け
た
取
組
状
況

○
車
い
す
競
技
者
の
練
習
の
場
の
確

保�
賛
成
意
見
の
概
要
�

１

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
は
増
加
し
て
お
り
、
学
校

現
場
の
協
調
と
児
童
、
生
徒
、
教
師

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
支
援
が
是

非
必
要
で
あ
る
。
早
急
に
健
全
な
学

校
現
場
の
構
築
を
図
ら
れ
た
い
。

２

図
書
館
運
営
は
、
今
後
、
指

定
管
理
者
の
導
入
等
も
検
討
し
、
民

間
活
力
も
取
り
入
れ
る
こ
と
。
千
里

丘
地
区
に
も
図
書
館
を
設
置
し
、
利

用
不
便
地
の
問
題
解
消
を
早
期
に
図

る
こ
と
。

�
反
対
意
見
の
概
要
�

新
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ

れ
た
が
、
商
工
業
振
興
条
例
の
よ
う

な
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
が
進
展
し
な

い
の
は
残
念
で
あ
り
、
市
内
の
中
小

零
細
企
業
の
経
営
や
営
業
を
守
る
べ

き
で
あ
る
。
本
案
に
反
対
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
一
般
会
計
繰
入
金
の
削
減
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
で
の
今
後
の
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
見
通

し
○
保
険
料
を
期
限
ま
で
に
納
付
で
き

な
い
世
帯
へ
の
対
応

○
高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
制
度
の

市
民
へ
の
周
知
徹
底

�
意
見
の
概
要
�

大
阪
府
か
ら
財
政
調
整
交
付
金
を

受
け
る
こ
と
で
、
指
導
や
圧
力
が
強

ま
る
こ
と
が
今
後
予
想
さ
れ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
減
ら
さ

ず
、
市
民
の
生
活
に
心
を
寄
せ
た
温

か
い
国
民
健
康
保
険
行
政
を
求
め
る
。

建

設

勤
労
者
住
宅
敷
金
貸
付
基
金
条

例
の
廃
止（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
勤
労
者
住
宅
敷
金
貸
付
制
度
を
今

回
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

○
利
用
者
増
加
に
向
け
た
同
制
度
改

善
の
実
施
状
況
と
Ｐ
Ｒ
方
法
及
び

代
替
制
度
の
計
画

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

福
祉
環
境

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
保
険
料
軽
減
を
目
的
と
し
た
一
般

会
計
か
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
財
源
の
繰
入
れ

○
介
護
保
険
制
度
の
改
善
に
向
け
た

国
等
に
対
す
る
要
望

�
反
対
意
見
の
概
要
�

市
民
負
担
を
軽
減
す
る
努
力
を
十

分
に
せ
ず
、
保
険
料
を
平
均
で
３
割

も
引
き
上
げ
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き

な
い
。

一
般
会
計
予
算
中
所
管
分

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
ご
み
減
量
の
新
た
な
方
策
と
市
民
、

事
業
者
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け

○
や
す
ら
ぎ
苑
の
具
体
的
な
環
境
対

策
○
警
備
員
の
配
置
な
ど
、
私
立
保
育

所
安
全
緊
急
対
策
事
業
の
効
果
と

今
後
の
見
通
し

○
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
の
開
設
時

間
の
延
長
な
ど
、
保
護
者
の
要
望

に
沿
っ
た
事
業
の
拡
充

○
介
護
保
険
報
酬
の
改
定
で
大
き
く

不
利
益
を
受
け
る
利
用
者
や
事
業

所
へ
の
支
援
策

○
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
を
縮
小
し

た
理
由

�
賛
成
意
見
の
概
要
�

１

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

充
実
し
、
子
育
て
世
代
を
更
に
サ
ポ

ー
ト
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養

手
当
の
対
象
を
父
子
家
庭
に
も
拡
大

さ
れ
た
い
。

２

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ

る
が
、
大
き
く
不
利
益
を
受
け
る
利

用
者
、
事
業
所
に
対
す
る
支
援
が
十

分
で
は
な
い
。
支
援
体
制
づ
く
り
を

急
が
れ
た
い
。

�
反
対
意
見
の
概
要
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
で
、

負
担
が
急
に
重
く
な
る
利
用
者
へ
の

抜
本
的
な
支
援
策
が
な
い
。
ま
た
、

国
や
府
に
対
す
る
介
護
保
険
制
度
の

改
善
に
向
け
た
要
望
が
不
十
分
で
あ

る
。
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

介護予防教室
（亥の子谷コミュニティプラザ）

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
の
二
つ
の
部
会
を
独
立
運
営

す
る
考
え
方

○
第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
達

成
度
と
今
後
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実

�
賛
成
意
見
の
概
要
�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
を
部
会
制
に
せ
ず
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
な
ど
と
し
て
分

割
さ
れ
た
い
。

�
反
対
意
見
の
概
要
�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
て
い
る

が
、
利
用
者
か
ら
要
望
の
強
い
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
不
十
分
で
あ
り
、

整
備
目
標
も
低
い
。納
得
で
き
な
い
。

病
院
事
業
会
計
予
算

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
医
療
ミ
ス
を
発
生
さ
せ
な
い
体
制

○
優
秀
な
医
師
確
保
の
方
策
と
受
入

体
制
の
整
備

○
病
院
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

�
意
見
の
概
要
�

１

医
師
、
看
護
師
を
十
分
確
保

し
、労
働
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
れ
た
い
。

２

病
院
の
在
り
方
も
含
め
、
一

か
ら
経
営
を
見
直
さ
れ
た
い
。

３

病
院
長
が
権
限
と
責
任
を
持

つ
よ
う
な
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
を
含
め
た
病
院
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

議

会
日

誌

１２
月
定
例
会
閉
会
後
の
主
な
議
会

活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
月
】

２４
日

議
会
だ
よ
り
編
さ
ん
委
員
会

３０
日

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用
対
策

特
別
委
員
会

３１
日

議
会
運
営
委
員
会

【
２
月
】

７
日

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協

議
会

１３
日

議
会
運
営
委
員
会

１６
日

都
市
環
境
整
備
対
策
特
別
委

員
会

２２
日

議
会
運
営
委
員
会

【
３
月
】

１
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

８
日

本
会
議

９
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１０
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１３
日

本
会
議

１４
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

１５
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

１６
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

１７
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、
福
祉
環
境
、
建
設
）

２４
日

議
会
運
営
委
員
会

２７
日

本
会
議
、議
会
運
営
委
員
会
、

財
政
総
務
常
任
委
員
会

要
望

陳
情

１２
月
定
例
会
閉
会
後
、
次
の
要

望
・
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
２
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
吹

田
市
議
会
全
員
協
議
会
へ
の
市
民

の
傍
聴
を
求
め
る
要
望
書

○
硬
式
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
に

関
す
る
要
請
書
（
３
件
）

○
古
江
台
５
丁
目
３
番
周
囲
の
防
犯

安
全
、
環
境
整
備
の
要
望
書

○
北
千
里
地
区
に
多
目
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
早
期
実
現

を
求
め
る
要
望
書

○
平
成
１８
年
度
公
共
事
業
予
算
に
関

す
る
要
望
書

○
東
御
旅
町
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
建
設
に
関
す
る
要
望
書

○
吹
田
市
小
・
中
学
校
の
学
校
規
模

適
正
化
第
二
期
実
施
計
画
（
案
）

に
関
す
る
陳
情
書

○
夏
期
歳
末
見
舞
金
支
給
対
象
か
ら

生
活
保
護
世
帯
を
除
外
せ
ず
、
予

算
の
復
活
を
求
め
る
要
望
書

○
吹
田
東
保
育
園
の
民
営
化
に
関
す

る
陳
情
書

�
反
対
意
見
の
概
要
�

市
民
の
暮
ら
し
が
一
層
厳
し
く
な

る
中
、こ
の
よ
う
な
制
度
は
、今
後
、更

に
拡
大
す
べ
き
で
あ
り
、
本
制
度
の

廃
止
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
般
会
計
予
算
中
所
管
分

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
山
田
駅
前
公
共
公
益
施
設
整
備
事

業
で
の
事
業
者
選
定
に
お
け
る
競

争
性
の
確
保

○
す
い
た
里
親
道
路
促
進
事
業
に
お

け
る
今
後
の
認
定
予
定

○
安
威
川
ダ
ム
の
大
幅
な
計
画
変
更

に
伴
う
負
担
金
の
減
額

�
賛
成
意
見
の
概
要
�

１

す
い
た
里
親
道
路
促
進
事
業

に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
の

協
力
を
頂
き
、
認
定
道
路
が
一
つ
で

も
多
く
実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

２

大
阪
外
環
状
線
鉄
道
の
開
通

に
あ
わ
せ
て
都
市
計
画
道
路
西
吹
田

駅
前
線
の
開
通
が
で
き
る
よ
う
、
万

全
を
期
さ
れ
た
い
。

３

新
年
度
の
予
算
を
執
行
す
る

中
で
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
進
め

て
も
ら
い
、
次
年
度
以
降
の
財
政
健

全
化
を
職
場
の
中
で
考
え
ら
れ
た
い
。

�
反
対
意
見
の
概
要
�

江
坂
地
区
自
転
車
等
対
策
社
会
実

験
に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
と
よ
く

協
議
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

安
威
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
、
大

阪
府
に
対
し
、
計
画
失
敗
の
責
任
を

求
め
、
同
時
に
本
市
の
負
担
金
は
予

算
か
ら
撤
回
す
る
べ
き
で
あ
る
。江江坂坂駅駅周周辺辺のの放放置置自自転転車車

下
水
道
特
別
会
計
予
算

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か
か

っ
た
費
用
と
そ
の
効
果

○
浸
水
被
害
が
集
中
し
て
い
る
地
区

の
原
因
と
対
策

�
意
見
の
概
要
�

１

遠
方
監
視
運
転
操
作
維
持
管

理
業
務
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
安
易

な
人
員
の
削
減
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、慎
重
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

２

後
期
財
政
健
全
化
方
策
で
も
、

人
件
費
の
見
直
し
、
業
務
見
直
し
は

必
至
で
あ
る
。
技
術
職
員
の
事
務
職

へ
の
仕
事
内
容
の
転
換
、
他
部
署
へ

の
異
動
を
含
め
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

３

正
雀
下
水
処
理
場
の
流
域
下

水
道
中
央
処
理
場
へ
の
移
管
に
つ
い

て
は
、
吹
田
操
車
場
跡
地
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計
予
算

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
高
層
の
集
合
住
宅
へ
の
直
結
給
水

の
実
施
状
況

○
使
用
水
量
が
２０
�
以
下
の
使
用
料

の
軽
減
策

�
意
見
の
概
要
�

１

１
か
月
の
使
用
水
量
が
２０
�

以
下
の
世
帯
数
は
全
体
の
２９
・
８
％

と
多
数
で
あ
り
、
料
金
の
段
階
を
も

う
少
し
多
く
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

実
質
的
に
負
担
を
軽
減
さ
れ
た
い
。

２

水
道
事
業
は
、
非
常
に
厳
し

い
経
営
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
る

が
、
あ
る
べ
き
姿
に
戻
っ
て
根
本
的

に
精
査
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
水
道
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

３

新
年
度
は
中
期
経
営
計
画
を

策
定
す
る
が
、
財
務
、
施
設
管
理
、

人
員
配
置
、
人
事
制
度
、
外
郭
団
体

の
活
用
を
含
め
、
今
後
の
経
営
方
針

が
分
か
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

まちづくり市民塾のミュージカル
による活動発表
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